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１．研究室概要 

                    
  

大学名  明星大学 
研究者  植木 一也   

  職位 准教授   

  研究領域  画像認識 窓口担当  企画ユニット 研究企画チーム 田沼   

  研究キーワード  人工知能、深層学習（ディープラーニング）、機械学習、画像認識、画像処理、映像検索   

  住  所  〒191-8506 東京都日野市程久保 2-1-1   

  電話  042-591-5094 E-mail chizai@gad.meisei-u.ac.jp   

  FAX  042-591-5644 URL  https://kenkyu.hino.meisei-u.ac.jp/ueki-lab/   

                    

２．技術ＰＲ事項 

『 画像・映像を中心としたマルチメディア認識技術 』

 画像・映像の取得、処理、出力に関する基礎研究から、人工知能分野の深層学習（ディープラーニング）など

機械学習を用いたシステム応用まで幅広く扱う研究を遂行しています。 

１．概要 

 研究開発中のテーマ例（一部） 

 大量映像データベースからの検索技術 

 現在、インターネット上の映像共有サイトには莫大な映像が存在し

ています。その中から必要となる映像を即座に検索するため、単に

キーワードを利用した検索ではなく、クエリ文を使用した映像の詳細

に検索する技術を研究しています。当研究室で開発したシステムは、

米国国立標準技術研究所（NIST）主催の映像検索・評価ベンチマー

ク（TRECVID）において 2年連続で世界 1位の検索精度を達成しました。 

 セマンティックセグメンテーション技術の実応用 

 近年，ディープラーニングを使うことで、画像中のピクセルがどのクラ

スのオブジェクトに属しているかをラベリングする技術が大きく発展して

います。この技術を用いて、様々な応用システムを検討しています。現

在、航空写真からの災害地の復興状況の可視化、車載カメラ映像を用

いて動物の急な飛び出しを検出するシステム、車の傷や凹みの検出、

精密機器の欠陥検出に関する研究を実施しています。 

 少量データを用いた画像認識 

 現在、大量の画像サンプルをディープラーニングで学習することで、高精度な画像認識が実現できています。

しかしながら、実際の場面において必ずしもデータが大量に収集できるとは限りません。そこで例えば、植物／ 

動物等の図鑑に載っている画像のように、認識したい対象のカテゴリ数は多く、各カテゴリには 1枚の画像しか

ないという環境下でも、撮影された画像がどのカテゴリかを認識できる手法について研究をしています。 

２．希望する連携内容(共同研究、試作品作りなど)と相談に対応できる技術分野 

画像認識を代表とする人工知能の分野の研究成果から製品開発のお役に立てることを期待しています。 
 

３．特記事項 
 研究・論文の詳細は研究室のホームページをご覧下さい。 

https://kenkyu.hino.meisei-u.ac.jp/ueki-lab/ 


